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【問合せ】議会事務局

☎0972-86-2723

令和６年臼杵市議会９月定例会（９月10日～30日）

令和６年９月定例会の内容についてお知らせします。

◎主な議決結果は以下のとおりです

臼杵市個人番号の利用及び特定個人情報の提
供に関する条例の一部改正について
　マイナンバーカードの保険証への移行に伴い、 保険

証情報について特定個人番号利用事務と位置付け、

情報連携を行うもの。

臼杵市公民館条例の一部改正について
　海辺地区公民館、 佐志生地区公民館、 下北地区

公民館、 田野地区公民館及び南野津地区公民館の

５施設をコミュニティセンターに移行し、 より一層

の地域活動の活性化を推進する等のため議会の議

決を求めるもの。

大分県後期高齢者医療広域連合規約の変更に
ついて
　被保険者証等の廃止に伴い、 大分県後期高齢者

医療広域連合が規約を変更することについて、 議

会の議決を求めるもの。

公有水面埋立てに関し意見を述べることについて
　公有水面埋立法第３条第４項の規定により、 公有

水面を埋め立てることに関して大分県知事に意見を

述べるために議会の議決を求めるもの。

新たに生じた土地の確認及び字の区域の変更
について
　令和 6 年 2 月 8 日付け指令河 12 号による公有

水面埋立工事のしゅん功認可を受けての施工が完

了したことから、 新たに生じた土地を確認し、 字の

区域を変更するため議会の議決を求めるもの。

新たに生じた土地の確認及び字の区域の変更
について
　令和 6 年 4 月 16 日付け河第 177 号による下付

規定適用通知を受けて、 新たに生じた土地を確認し、

字の区域を変更する必要があるため議会に議決を

求めるもの。

■

■

■

■

■

■

臼杵市職員定数条例の一部改正について
　職員の労働環境の変化等への対応として条例を

改正するもの。

臼杵市多世代交流館条例の制定について
　子どもから高齢者まで幅広い世代が集まり楽しめ

る拠点施設として、 旧野津高校普通教室棟などを

公の施設 「臼杵市多世代交流館」 とするもの。

臼杵市コミュニティセンター条例の一部改正
について
　海辺地区公民館、 佐志生地区公民館、 下北地区

公民館、 田野地区公民館及び南野津地区公民館の

５施設をコミュニティセンターに移行し、 地域振興

協議会の活動拠点として、 効率的な運用を支援す

ることにより、 地域活動の活性化を推進するもの。

臼杵市税特別措置条例の一部改正について
　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置

法第 24 条の地方税の課税免除又は不均一課税に

伴う措置が適用される場合等を定める省令等の一

部改正に伴い、 規定を整備するもの。

臼杵市性の多様性の尊重に関する条例の制定
について
　市民一人ひとりがお互いを尊重し合い、 心と心の

つながりを大切にした真に豊かでゆとりのある社会

を実現するため、 性の多様性を尊重し、 性的少数

者への差別意識や偏見の解消に向けて、 アウティ

ング行為等の禁止事項や相談体制の整備その他必

要な事項を定めるもの。

臼杵市国民健康保険条例の一部改正について
　令和 6 年 12 月 2 日から被保険者証が廃止され

ることに伴い、 被保険者証の返還に対する過料を

廃止する必要があるため議会の議決を求めるもの。

■

■

■

■

■

■

議会映像のインターネット放送（録画）について

　臼杵市のホームページで、臼杵市議会定例会（本会議）の模様を、スマートフォンや、

パソコンなどでご視聴いただけます。

←こちらの二次元コードより議会映像のインターネット配信に接続できます。

以下８名の議員が市政について

質問をしました。（発言順）

◎一般質問

芝田　英範

１. 旧野津高校跡地再活用について

２. 鳥獣被害について

平川　幸司

１. 新臼杵港について

２. 臼杵が生んだ偉人 ・ 吉丸一昌先生について

広田　精治  

１. 会計年度任用職員の給与改定と勤勉手当等に

　　ついて

２ . 本市職員に対するパワーハラスメント等の防

　　止対策について

匹田　久美子 

１.「公益通報者保護制度」（内部通報）について

河野　巧

１. 公共施設 （公共建築物） について

２. 地域振興協議会の役割と拠点施設について

３. 旧県立野津高校跡地について

戸匹　映二

１. 認知症コミュニケーション ・ ケア技法のユマニ

　　チュードの活用について

２. 働きながら家族などの介護をするビジネスケア

　　ラーへの支援について

大塚　州章

１. おおいたさくら猫プロジェクト政策について

２. 臼杵駅周辺の将来像について

安東　鉄男

１. 野津地域における市営住宅の整備方針について

２. 小中学生の学力の現状と向上のための取り組

　　みについて

　9 月 30 日に上程された、 令和 5 年度決算

認 定 議 案 （6 議 案） に つ い て は、 同 日 開 催

された決算委員会において、 審査に相当な日

時を要することから閉会中の継続審査にすべ

きと決定されました。

◎閉会中の継続審査 ( 決算委員会 )

市道の認定について
　乙見１号線を市道として認定するもの。

物品購入契約の締結について
　消防ポンプ自動車 （消防団） 購入契約を締結す

ることについて、 議会の議決を求めるもの。

訴えの提起について
　アナログ無線の廃止に伴い、 平成 25 年度に 「臼

杵市消防救急デジタル無線システム整備工事」 の

指名競争入札で、 日本コムシス株式会社が落札。

本件工事で納入された株式会社富士通ゼネラルの

製品を含む全国多数のデジタル無線機器の納入に

談合の事実が確認されたとして、 公正取引委員会

が、 同社に対して、 排除措置命令及び課徴金納付

命令を行った。 富士通ゼネラルは、 これら処分の

取消訴訟を提起していたが、 令和６年３月に最高裁

判所で上告が棄却され、 これらの処分が確定した

ことにより、 日本コムシス及び富士通ゼネラルの両

社に対して訴えを提起するもの。

令和６年度　補正予算
○令和６年度臼杵市一般会計補正予算 （第３号）　

　 及び （第４号）

　 ６億４， １８４万３， ０００円の増額補正

　 （予算総額　237 億 9,984 万 5,000 円）

○令和６年度臼杵市水道事業会計補正予算 （第１号）

〇令和６年度臼杵市下水道事業会計補正予算 （第１号）

〇令和６年度臼杵市浄化槽整備推進事業特別会計

　 補正予算 （第１号）

〇令和６年度臼杵市介護保険特別会計補正予算

　 （第１号）

■

■

■

■

　議員定数等の適正化に関する調査 ・ 研究を

行うため特別委員会を設置しました。

＜委  員 長＞ 梅田　德男　議員

＜副委員長＞ 平川  幸司　議員

＜委  　　員＞

　　　安東　鉄男　議員、 河野　　巧　議員

　　　川辺　　 隆　議員、 匹田　　郁　議員

　　　吉岡　   勲　議員

～議員定数等調査特別委員会の設置について～
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・ 第 64 号議案　臼杵市多世代交流館条例の制定について

・ 第 79 号議案　令和６年度臼杵市一般会計補正予算（第３号）

賛否については、以下のとおりです。

議
案
番
号

注）〇＝賛成、×＝反対　　法律に特別の定めがある場合を除き、議長 ( 内藤康弘 ) は表決に加わりません。
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す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
は
国
家
や

地
域
の
垣
根
が
一
段
と
低
く
な
り
、

政
治
・
経
済
・
文
化
等
様
々
な
分
野

に
お
い
て
、世
界
規
模
で
、し
か
も
日

常
的
に
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
が
行
き

交
い
影
響
を
与
え
合
う
社
会
で
す
。

世
界
か
ら
日
本
に
観
光
客
が
毎
年

３
,０
０
０
万
人
も
押
し
寄
せ
て
い

ま
す
が
、少
し
前
ま
で
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　
人
口
減
少
社
会
は
少
子
・
高
齢
化

に
起
因
し
ま
す
。し
か
し
、２
０
５
０

年
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
高
齢
化

の
構
成
や
質
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。人
口
は
今

よ
り
約
20
％
減
少
し
、一
億
人
を
割

り
込
む
の
で
は
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
約
一
千
万

人
で
、
約
４
倍
に
増
え
ま
す
。
特

徴
は
、
未
婚
単
身
者
と
非
正
規
労

働
者
が
高
齢
者
の
多
数
を
占
め
る

よ
う
に
な
り
、
蓄
え
の
少
な
い
高
齢

者
の
割
合
い
が
高
く
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
生
活
す
る
外
国
人
も
一

千
万
人
を
超
え
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
外
国
人
の
賃
金
は
日
本

人
の
約
７
割
と
低
く
、
劣
悪
な
労

働
条
件
で
働
き
、し
か
も
日
本
語

を
学
習
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、

日
本
語
が
不
自
由
な
外
国
人
滞
在

者
も
増
え
、こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
新
し
い
課
題
に
直
面
し

ま
す
。
放
置
す
れ
ば
、
格
差
・
貧
困
・

分
断
が
一
層
進
み
、
暮
ら
し
に
く
い

環
境
が
出
現
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
多
様
な
人
々
が
暮
ら
す

こ
と
を
前
提
に
、
協
力
し
合
う
社

会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

多
様
性
が
も
た
ら
す
も
の

　
多
様
性
を
定
義
的
に
表
現
す

れ
ば
、あ
る
集
団
(
地
域
・
社
会
・
国

家
を
含
む
)の
中
に
異
な
る
特
徴
、

特
性
を
も
つ
人
々
が
共
存
す
る
こ

と
を
指
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
性

別
・
年

齢
・
国

籍
・
人

種
・
民

族
・
障

が
い
の
有
無
、
性
的
指
向
・
性
自
認
、

移
民
な
ど
を
包
含
し
た
言
葉
で
す
。

臼
杵
市
で
も
国
籍
の
違
う
永
住

者
、
技
能
実
習
生
等
約
４
０
０
名

が
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
多
様
性
を
尊
重
す
る
こ
と
は
何

故
大
切
な
の
で
し
ょ
う
か
。
人
間
に

は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
り
、
能

力
が
違
い
ま
す
。お
互
い
に
補
い

合
っ
て
生
き
る
た
め
に
社
会
を
つ
く

り
生
存
し
て
い
ま
す
。
異
な
る
か
ら

こ
そ
、互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
異
質
の
交
流
が
新
し
い
ア

イ
デ
ア
を
生
み
、
創
造
性
を
高
め
、

社
会
に
活
力
を
産
み
出
し
、
文
明

の
利
器
を
開
発
し
、
結
果
と
し
て

存
続
繁
栄
で
き
る
の
で
す
。
多
様

性
は
社
会
に
と
っ
て
大
変
重
要
で

不
可
欠
な
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
を
認
め
合
う

　
多
様
性
尊
重
社
会
と
は
、
簡
潔

に
い
え
ば
、一
人
ひ
と
り
が
違
っ
た

個
性
や
能
力
を
持
つ
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
誰
も
が
希
望
を
も
っ
て

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
、

能
力
を
発
揮
し
参
画
・
活
躍
で
き

る
社
会
で
す
。こ
の
多
様
性
尊
重

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤
と

な
る
概
念
が「
人
権
の
尊
重
」で
す
。

多
様
性
尊
重
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、多
様
性
の
大

切
さ
に
気
づ
き
、多
様
性
を
認
め

合
う
行
動
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ

う
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

新
た
な
条
例

　
臼
杵
市
で
は
多
様
性
尊
重
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、「
人
を
大
切

に
す
る
」こ
と
を
基
点
と
す
る
施

策
と
し
て
令
和
３
年
４
月
か
ら
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的
少
数
者
の
カ
ッ

プ
ル
を
公
的
に
認
め
る
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
法
的
拘
束
力
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
市
が
独
自
に
「
夫
婦

に
相
当
す
る
関
係
」
と
認
定
し
、
市

営
住
宅
の
入
居
申
し
込
み
な
ど
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
等
の
問
題
は
、こ
れ
ま
で
避
け

て
き
た
テ
ー
マ
と
い
え
ま
す
。
し
か

し
、
最
近
の
調
査
で
は
、こ
の
問
題

を
抱
え
悩
ん
で
い
る
人
は
約
10
％

の
割
合
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
左
利
き
の

人
の
割
合
と
一
致
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。で
す
か
ら
、
家
族
・
職
場
・

地
域
等
で
は
身
近
に
存
在
す
る
問

題
な
の
で
す
。

　
こ
の
問
題
に
向
き
合
い
、課
題
解

決
に
向
け
更
に
前
進
す
る
た
め
、

令
和
６
年
９
月
議
会
で「
臼
杵
市
性

の
多
様
性
の
尊
重
に
関
す
る
条
例
」

を
議
決
い
た
だ
き
10
月
１
日
か
ら

施
行
し
て
い
ま
す
。こ
の
条
例
で
は

⑴
す
べ
て
の
人
の
性
の
あ
り
方
を

　
尊
重
す
る
。

⑵
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
行
為
(
本
人
の
同

　
意
な
く
第
三
者
に
暴
露
す
る
こ

　
と
)の
禁
止
を
規
定
す
る
。

⑶
市
の
責
務
・
市
民
・
事
業
者
の
役

　
割
等
を
明
記
す
る
。

等
を
定
め
て
い
ま
す
。

(
詳
し
く
は
本
市
報
の
挟
み
込
み

チ
ラ
シ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。)

　
今
日
、多
様
な
意
見
や
価
値
観
を

持
つ
人
々
が
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

今
後
こ
の
傾
向
は
進
み
、
複
雑
化

し
ま
す
。
人
(
人
権
)
を
ま
ん
中
に

位
置
づ
け
、
連
携
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
再
構
築
す
る
努
力
が
多
様
性

尊
重
社
会
に
近
づ
く
大
き
な
一
歩

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

議案の賛否

　告示日にあわせて議員の勉強会を開催しています。

9 月 3 日にＮＰＯ法人リエラ代表理事の松永鎌矢さん

をお招きし、 『能登半島地震から学ぶ大規模災害時に

必要な対応とは』 と題し、 能登半島へ災害ボランティ

アとして活動した内容について講演いただきました。

今回は、ＺＯＯＭを利用し初めてリモートでの議員ゼ

ミナールを開催しました。

【議員ゼミナールを開催しました】

※この日程は変更になる場合があります。

12 月定例会の予定

日 会議など
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第79号
原案
可決

14
人

-
欠
席○○○○○○

×

○○○○

×

○○○○
2

人

　臼杵市議会では、 議会改革の一環として、 各種団

体との意見交換を行っています。 今回、 総務委員会

が、 8 月２１日に臼杵商工会議所青年部、 9 月２７日

に野津町商工会青年部とそれぞれ意見交換を行いま

した。 意見交換会では、 事前アンケートに基づき、

子育て環境や居住環境の課題や解決方法等について

様々な意見やアイデアが出されました。

【総務委員会が意見交換会を開催】

　9 月定例会から議会の効率的な運営とペーパーレ

ス化の推進のためタブレット端末を導入し、 本会議

や各常任委員会などで活用しました。 今後もタブ

レット端末を活用した議会の ICT 化や災害対策な

ど、 議会活動を推進していきます。

【タブレット端末の導入】


